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『北海道現代史 資料編１（政治・行政）』編さん及び審議の経過について 

１ 政治・行政部会委員 

職 名 氏 名 所属・職名 担当分野 

部会長／専門委員 山崎  幹根 北海道大学大学院公共政策学連携研究部教授 地方自治・地方財政 

部会長代理／専門委員 前田 亮介  北海道大学大学院法学研究科准教授 政治・外交 

調査研究委員 宇 野  二 朗 北海道大学大学院公共政策学連携研究部教授 行政学・行財政制度・地方公営企業 

調査研究委員 小川  正人 北海道博物館学芸副館長 アイヌ関係（兼） 

調査研究協力委員 木 村  由 美 北海学園大学非常勤講師 引揚者関係 

調査研究協力委員 ブル・ジョナサン・エドワード 北海道大学メディア・コミュニケーション研究院講師 引揚者関係 

調査研究協力委員 庄 司  清 太 エディンバラ大学大学院博士課程 引揚者関係 

 

２ 政治・行政部会における活動の状況 

年度 部会の開催 ◆主な検討事項   ○編さん作業の内容等 

H30 － 
◆資料調査・インタビュー 

○道内外資料調査    ○関係者インタビュー 

Ｒ元 
１回開催 

（R2.3.26） 

◆資料収集状況の共有、テーマの検討 

○各委員の進捗状況報告 ○資料編１（政治・行政）の主要なテーマ検討 

○道内外資料調査    ○関係者インタビュー 

Ｒ２ 
１回開催 

（R3.3.31） 

◆資料収集状況の共有、担当分野の調整 

○各委員の進捗状況報告 ○今後の資料編１（政治・行政）の分担検討 

○道内外資料調査    ○関係者インタビュー 

Ｒ３ 

～４ 
－ 

◆資料調査・インタビュー 

○道内外資料調査    ○関係者インタビュー 

Ｒ５ 
１回開催 

（R6.1.22） 

◆資料収集状況の共有、掲載資料の選別、解説の執筆 

○道内外資料調査    ○関係者インタビュー 

○掲載資料の絞込み   ○筆耕(事務局)、筆耕原稿の内容確認 

○目次案の作成     ○解説の執筆 

Ｒ６ － 
◆最終調整 

○解説の相互閲読、修正作業 
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３ 掲載資料、解説の担当者 

章 担当者 資料数 

第一章 国内・道内政治① 前田 亮介 ９２ 

第二章 国内・道内政治② 前田 亮介 ８１ 

第三章 防衛・治安 前田 亮介 ７７ 

第四章 外交・国際関係 

第一節 北海道へ移動する人々（国際関係） 

第二節 北海道へ移動する人々（国内行政） 

第三節～第五節 

 

ブル・ジョナサン・エドワード、庄司 清太 

木村 由美 

前田 亮介 

 

６ 

１５ 

９３ 

第五章 戦後北海道開発政策の諸相 山崎 幹根 ３８ 

第六章 北海道の独自政策の展開 

 第一節～第四節 

 第五節 財政 

 

山崎 幹根 

宇野 二朗 

 

３０ 

７ 

第七章 市町村自治の発展 

 第一節～第四節 

 第五節 財政 

 

山崎 幹根 

宇野 二朗 

 

３６ 

５ 

第八章 交通体系 

 第一節 鉄道と地方政治・行政 

 第二節 空港・フェリーをめぐる政治と外交 

 

山崎 幹根 

前田 亮介 

 

８ 

１１ 

第九章 現代北海道政治史のなかのアイヌ民族 小川 正人 ３０ 

第一〇章 証言でたどる北海道の政治・行政 山崎 幹根 ５ 

計  ５３４ 

 

４ 原稿案の審議等の状況（令和５～６年） 

年 月 日 区 分 主な内容 

Ｒ５ ― （政治・行政部会） 掲載資料の筆耕、とりまとめ、目次案作成 

Ｒ６ １月22日 政治・行政部会 掲載資料・目次の審議（部会案）、解説執筆開始 

 ３月19日 企画編集部会 掲載資料・目次の審議（案） 

 ３月20日～５月21日 （政治・行政部会） 掲載資料・目次案の修正等、解説の相互閲読、修正 

 ５月22日 企画編集部会 掲載資料及び解説の成案 

 



№ 章 企画編集部会での主な議論（3月19日及び5月22日） 整理結果

1 全般
目次の時期の表現が色々と違っているので、どういう形で表記するのかを検
討した方が良い。
時期を明記するような形で工夫した方が良いのではないか。

必要に応じて、適宜目次等に時期や年代を明記した。

2 全般
海外の公文書がかなり使われているようだが、翻訳をどのような形でやるの
か。

資料の内容に応じて、政治・行政部会の委員で分担して翻訳を実施し、相互
にチェックを行うこととしている。

3 全般
アイヌの資料について、第２章「第４節（１）自社さ政権の成立とアイヌ文
化振興法」、第５章「第４節（２）アイヌ新法の制定過程」、第９章が重な
らないような調整はどのようになっているのか。

政治・行政部会において、第２章は政党政治家を中心とした政治過程、第５
章は新法の行政過程、第９章はそれ以外の内容となるよう調整した。

4 全般 ２大政党である自民党と社会党以外の政党について、どのように扱うのか。

図書館や公文書館、資料館などの公開資料群における北海道関係の一次資料
の調査を優先して実施したことによる物理的制約により、資料に偏りが生じ
ている分野については、目次や解説での記述に政党間のバランスなどを欠く
ことのないよう配慮した。

5 全般
歴代知事の名前は、田中、横路、町村が出てきているが、堂垣内と堀が出て
こない。
例えば堂垣内についてはどのように評価しているか。

堂垣内道政は、国と道が一体的な関係の時代から、地方の自主性や主体性を
意識した制度改革や政策転換を図った非常に重要な時期と評価している。
一般道民の理解を助ける観点から、今回対象となっている2003年までの間
で、田中、町村、堂垣内、横路、堀の各知事の名前が出てくるよう目次や解
説を工夫した。

6 全般

労働運動は資料編２に入っているが、政治に対する影響力が一定はあると思
うため、もう少し加える必要があるかどうか。資料編２の労働運動で、初期
の労働運動の創生からもう少し後の時期まで入っていれば、棲み分けという
ことであまり入れなくても良いのかもしれない。
社会運動は資料編３に入っており、棲み分けが難しいが、結構政治に影響を
与えている。
環境問題も資料編３に入っており、棲み分けが難しい。

各論点について、他の巻でも取り上げている事象であっても、政治・行政の
観点から捉えた資料を掲載しており、各資料編を参照することにより多面的
に捉えることができる構成となっているものと考えている。

企画編集部会での主な議論と整理結果について
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№ 章 企画編集部会での主な議論（3月19日及び5月22日） 整理結果

企画編集部会での主な議論と整理結果について

7 第１章
資料編の始まりが1947年の田中道政からだが、1945年から1947年までの2年
間の占領行政について、占領軍の北海道における動きや資料をどのように考
えたか。

8 第１章

北海道の戦後史といえば、7月14日・15日に米軍の津軽海峡空襲、室蘭に米
軍の戦艦が艦砲射撃、8月15日を境に炭鉱の朝鮮人や中国人労働者の暴動が
起きる。そして樺太や千島列島で日本とロシアの間に戦いが起きるというこ
とで、非常に激動の時代だった。10月の初めに米軍が小樽から札幌へ来て、
占領軍の戦後政治が始まっているという状況だが、そのあたりを踏まえて、
序章にあたるようなところで良い資料があればカバーしていただきたい。

9 第３章
共産党や学生運動を治安問題として取り上げているので、タイトルや扱い
方、位置付けを工夫した方が良いのではないか。

「治安」については、「社会秩序の維持」等へのタイトル変更などを検討し
たが、第３章の掲載資料の内容を検討した結果、章のタイトルはそのままと
し、資料のタイトル、解説で、取り上げた趣旨などが一般の道民の皆様に分
かりやすく読んでもらえるよう工夫した。

10 第７章
釧路公立大学については、資料編３で釧路市立大学設置構想が載っているた
め、重複を避けてほしい。

資料編３で掲載した資料とは別の、設立経過の分かる資料を掲載するため、
重複はしない。

11 第７章

昭和30年代・40年代あたりの合併の話は入っているが、平成大合併は入れる
べきかどうか。
平成大合併は90年代末くらいから動くため、一応範囲には入るかもしれな
い。ただ、実際に合併されていくのはもう少し後になるため、「市町村」の
あたりで入れるべきかどうか。

平成大合併の時期は、資料編の掲載範囲外となるため、必要に応じて、通史
編の叙述で補足することとする。

12 第７章
奈井江の子どもの権利条例ができるときに聞き取りを行い、資料もいただい
ているので、後でご紹介できればと思う。

ご紹介いただいた資料について、執筆等の参考にさせていただく。

民選知事になる前の資料については、第３章第１節（旧軍、警察関係者の視
点による日記類）や第６章第１節（地方制度調査会資料）を掲載する。
資料編の構成上、序章にこれらの資料を持ってくることは困難であるが、通
史編は時系列に沿った構成とし、資料編の資料とのつながりが分かるよう工
夫したい。

4 


